
















【研究自的】

妊娠、出産につづく産褥期の女性では精神障害の発現率が高まることは既に多くの疫学調

査で明らかになっている。また妊娠出産を体験する女性の身体－心理的状況の特殊性とそ

の援助の必要性は広く認められている。現在ライフストレス研究では、妊娠出産はストレ

スとなる生活上の出来事(ライフイベント)の中でも重度のものと評価されている。しかし、

妊娠出産期に発現する精神症状や精神障害については、この時期の医療サービスの主体で

ある産科臨床とは基盤が異なる精神科施設の受診例の研究が多く、包括的な実態はまだ十

分に明らかにされていない。この現状下で妊娠出産に伴う重度の心理的ストレスヘの対処

の大部分は家族などによる社会慣習的な援助システムに拠っている。しかし一方で妊娠出

産の過程への医療システムの関与は質的量的に高度化している。

今回私達は、妊娠出産期に発現する精神障害の中で特に出現頻度の高いマタニティーブル

ーズ(以下、ブルーズと略す)の実態を調べた。その結果から、妊産婦の医療システムにお

ける精神衛生とその援助の実態を検討した。また産科臨床における、身体－心理的ストレ

スの評価援助方法の基盤を検討した。


